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歌はもちろん、トークでも楽しませてくれました

　

１
月
23
日
、
峰
栄
館
で「
Ｊ
Ａ
み
ど
り

の
広
場
」の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で
お
な
じ
み

の「
ダ
ッ
ク
ス
ム
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
田
中
自
治
会
体
育

文
化
部（
若
狭
武
彦
部
長
）の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、「
地
域
の
つ
な
が
り
と
活
力
を
あ

な
た
に
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
約
90

人
の
方
々
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
含
め
全

13
曲
を
披
露
し
、
二
人
の
息
の
合
っ
た
ハ

ー
モ
ニ
ー
が
会
場
を
魅
了
。
ま
た
、
曲
間

ご
と
に
展
開
さ
れ
る
ト
ー
ク
で
も
笑
い
を

誘
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
お
楽

し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
楽
し
く
交
流
を

深
め
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

好
試
合
や
好
プ
レ
ー
披
露

全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

見事なマダラを寄贈

は
ち
も
り
観
光
市
組
合

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

旬
の
タ
ラ
を
寄
贈

　

１
月
19
日
、は
ち
も
り
観
光
市
組
合（
田

村
忠
悦
組
合
長
）が
松
波
苑
と
海
光
苑
に

旬
の
寒
タ
ラ
６
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。同

組
合
で
は
施
設
利
用
者
に
冬
の
味
覚
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、八
森
産
の
タ
ラ

を
平
成
元
年
か
ら
寄
贈
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

こ
の
日
は
松
波
苑
に
お
い
て
須
藤
義
孝

理
事
長
に
手
渡
さ
れ
、入
居
者
も
タ
ラ
を

持
ち
上
げ
て
記
念
写
真
に
応
じ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

送
ら
れ
た
マ
ダ
ラ
は
10
〜
12
㎏
級
の

大
物
で
、さ
っ
そ
く
こ
の
日
の
昼
食
に
タ

ラ
汁
と
し
て
利
用
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

随所に好プレーを披露

　

１
月
23
日
・
24
日
の
２
日
間
、町
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
催
す
る
全
町
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
八
森
中
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、小
学
校
女
子
や
中
学
校
男

女
、一
般
な
ど
の
４
部
門
に
27
チ
ー
ム
が

参
加
し
、白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
一
般
の
部

　
１
部　
優
勝　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　
２
部　
優
勝　
ブ
ザ
ー
ビ
ー
ト

●
ミ
ニ
バ
ス
の
部

　
女
子　
優
勝　
八
森
小

●
中
学
生
の
部

　
男
子　
優
勝　
峰
浜
中

　
女
子　
優
勝　
能
代
東
中

「
新
春
ダ
ッ
ク
ス
ム
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

in
田
中
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た 左から、加藤町長、尾張さん、伊藤支部長

１
月
６
日
、
秋
田
建
築
労
働
組
合
能

代
支
部（
伊
藤
忠
夫
支
部
長
）よ
り
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
ハ
タ
ハ
タ
を
か
た
ど
っ
た

壁
絵（
セ
メ
ン
ト
彫
塑
つ
い
た
て
）が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
伊
藤
支
部
長
と
組
合
員
で

製
作
者
の
尾
張
純
一
郎
さ
ん（
能
代
市
）が

役
場
を
訪
れ
、
縦
１
メ
ー
ト
ル
、
横
１
．

２
メ
ー
ト
ル
の
壁
絵
を
玄
関
に
設
置
し
ま

し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
ハ
タ

ハ
タ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
躍
動
感
た
っ
ぷ

り
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
場
へ
ご
来

庁
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
正
月
の
恒
例
行
事

　

白
瀑
神
社
ど
ん
と
祭
り

「
八
峰
白
神
塩
も
ろ
み
」

販
売
開
始

１
月
12
日
、
八
峰
白
神
自
然
食
品
株

式
会
社（
鈴
木
勇
社
長
）に
よ
る「
八
峰
白

神
塩
も
ろ
み
」の
お
披
露
目
会
が
フ
ァ
ガ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
八
峰
白
神
塩
も
ろ
み
」は
、
八
峰
町

産
の
米
・
麹
・
塩
と
白
神
山
地
か
ら
採
取
し

た
乳
酸
菌
・
酵
母
で
作
っ
た
、
無
添
加
の

加
工
調
味
液
で
す
。
こ
の
日
は
、
町
内
の

食
品
加
工
業
者
な
ど
20
団
体
で
つ
く
る
利

用
者
組
合
が
試
作
品
を
持
ち
寄
り
、
試
食

を
行
い
ま
し
た
。

翌
13
日
か
ら
は
、
一
般
向
け
の
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。
５
０
０
㎖
が
６
０
０

円
、
２
ℓ
が
２
，
２
０
０
円
、
18
ℓ

１
９
，
０
０
０
円
。
商
品
に
関
す
る
問
合

せ
は
八
峰
白
神
自
然
食
品
株
式
会
社（
☎

７
６―

４
７
５
５
）ま
で
。

２
月
25
日
㈭
に
は
、
町
民
の
方
々
が

参
加
で
き
る
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。（
詳
し
く
は
Ｐ
９
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

無病息災を願って餅を焼きました

　

１
月
10
日
、
お
正
月
の
縁
起
物
を
燃
や

す
恒
例
の
小
正
月
行
事「
白
瀑
ど
ん
と
祭

り
」が
同
境
内
で
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

境
内
に
は
、
お
正
月
に
使
っ
た
し
め

飾
り
や
門
松
な
ど
が
山
の
よ
う
に
積
み
上

げ
ら
れ
、
神
事
の
あ
と
に
火
が
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
炎
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
と
御

利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
真
っ
赤
に
燃
え
上
が
っ
た
炎
を
囲

ん
で
、
先
端
に
餅
の
付
い
た
青
竹
を
伸
ば

し「
今
年
一
年
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

と
無
病
息
災
を
願
い
な
が
ら
餅
を
焼
い
て

い
ま
し
た
。

秋
田
建
築
労
働
組
合
能
代
支
部
よ
り

ハ
タ
ハ
タ
の
壁
絵
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

好評を得た試作品

　先月に販売開始となった八峰町の新たな特産品
「八峰白神塩もろみ」を活用した料理の試食会を２
月25日㈭に開催いたします。
　今回は八峰白神塩もろみ開発に携わった白神カ
ルチャールーム　池田所長が開発した肝いりのメ
ニューが試食できます。
　秋田の伝統料理であるハタハタ寿司を始め、鮭の
ぶなかま、イカ肝の塩もろみ漬け、鮭の肝塩もろみ
漬け、ガマズミの塩もろみ甘酒、漬け物など八峰白
神塩もろみを活用した10種類ほどのメニューを予
定しています。
　食品関連事業者のほか一般町民の方も参加できますので、今まで食べたことのない方は是非お
いでになられて八峰白神塩もろみの味をお試しください。
　なお当日は、メニュー作成した白神カルチャールーム池田所長へ作り方などについて、自由に
質問等ができます。
　この機会にご家庭でも八峰白神塩もろみをお使いになってみてください。
　　■日　　時　平成22年２月25日㈭　14：00～15：30
　　■場　　所　八峰町文化交流センター（ファガス）
　　■参 加 費　無料　　　　
　　■問合せ先　八峰町産業振興課　☎76－4605

八峰白神塩もろみ試食会を開催いたします


